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第11回◇障害学生の修学支援

し
た
が
、
今
は
そ
の
よ
う
に
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
こ
の
種

の
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
大
学
は
多
く
な
く
、
全
国
で
一
割
に
達

し
ま
せ
ん

(日
本
学
生
支
援
機
構
調
査
)。
全
国
の
六
割
の
大
学
に
障

害
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
大
学
全
て
で
特
別
な
支

援
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

で
は
、
ど
こ
で
検
討
を
行
う
か
と
い
い
ま
す
と
、
既
存
の
教
務
、

学
務
、
学
生
生
活
委
員
会
な
ど
で
課
題
が
生
じ
た
時
に
検
討
す
る
と

の
こ
と
で
す
。
会
議
を
増
や
し
て
委
員
の
負
担
を
増
や
し
た
く
な
い
、

顔
ぶ
れ
は
い
つ
も
大
体
同
じ
な
の
で
、
な
ど
の
理
由
か
ら
で
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
年
間
の
支
援
予
算
や
支
援
業
務
計
画
の
大
枠
に

つ
い
て
立
案
し
ま
す
。
こ
れ
に
前
項
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
次
項

の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
な
実
施
予
定

・
計
画
が
加
わ
る
こ
と
に
よ

っ
て
大
学
の
支
援
活
動
が
動
い
て
い
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
大
学

執
行
部
の
考
え
方
や
姿
勢
と
現
場
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
を
橋
渡

し
す
る
と
い
う
重
要
な
機
能
を
持

っ
て
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
の
組
織
は
わ
ず
か
で
、
学

生
支
援
セ
ン
タ
ー

(室
)
の
中
の

一
部
門

・
窓
口
と
し
て
あ
る
こ
と

が
多

い
よ
う
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
構
成
や
そ
の
員
数
も
定
ま

っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
大
学
も
あ
れ

ば
、
事
務
職
員
と
派
遣
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
組
織

的

に

は
前

項

の
委

員
会

の
意

を
受

け

、
構

成

的

に

は

コ
ー

デ

ィ
ネ

ー

タ

ー

や
支

援
学

生

な
ど

の

ス
タ

ッ
フ
に

よ
り

、

ま
た

、

機
能

と

し

て

は

、
受

付

・
相

談

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

の
た

め

の
、

ま

さ

に

セ

ン
タ
ー

で
す

。

ど

こ

の
大

学

に
も

こ
ん

な

セ

ン
タ

ー
が

あ

り

、
障

害
学

生

が
気

兼

ね
な

く

立
ち

寄

り

、
相

談

で
き

る
と

い
う

状

況

は

い

つ
に
な

っ
た
ら

く

る

の
か
、

考

え
る
程

に
寂

し

い
気
も

し
ま

す
。

支

援

学

生

現

在

の
我

が

国

に
お

け

る
障

害

学
生

の
実
質

的

担

い
手

は

、

同
じ

大

学

に
在

学

す

る
健

常

学

生

で
す

。
支

援

体
制

作

り

の
第

一
は

、
彼

ら

に
支
援

の
輪

に

入

っ
て
も

ら

う
方

法

を

考
え

、

一
人

で
も
多

く

の

話

好

き

、
周

り
を

明

る

く
す

る
、

世
話

焼
き

な
ど

、
多

彩

な

学
生

を

集

め

る

こ
と

で
す

。

ま

た

、
彼

ら
と

よ

く

話

し
合

い
、
そ

の
考

え

方

を

知

る

こ
と
も

必

要

で
す
。

よ

く
支

援

へ
の
対

価

と

い
う

話

が
出

ま

す

が
、
報

酬
を

断

る
学

生
も

た
く

さ

ん

い
ま

す
。

い
ろ

い
ろ

な
人

、

組
織

が

、
支

援

に
携
わ

り

ま
す

。

し

か

し
ど

れ

か

一
つ
抜

け

て
も

駄
目

か
と

い
う

と

、
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ

ん
。

で
き

る
と

こ

ろ
か

ら

、

で
き

る

こ
と

を

。
ま

ず

は

一
歩

踏

み
出

す

こ

と

が
大

切

で
す
。

キ

ャ

ン
パ

ス

に
は

、
実

は
多

く

の
踏

み
出

す

た

め

の
ポ

イ

ン
ト

が

隠
さ

れ

て

い
ま
す

。
次

回
は

最
後

で
す

の
で

こ
れ
ら

を
解
説

し
ま

す
。

◆

平

成

一
七

年

度

「
『学

生

を
育

て

る
』
視

点

か

ら

の
学

生

支
援

事
業

」

学
生

対

応

研
修
会

開

催
報

告

主
催
団
体

口
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
広
島
支
部

後

援

"
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国

協

力

"
広
島
学
生
相
談
研
究
会
、
広
島
大
学
、
広
島
国
際
学
院
大
学

開
催
日
時

"
平
成

一
七
年

一
〇
月
二
五
日

(火
)
～
二
六
日

(水
)

会

場

口
広
島
国
際
学
院
大
学
立
町
キ
ャ
ン
パ
ス

参
加
者
数

"全
日
程
参
加
者
二
四
名
、
基
調
講
演
の
み
の
聴
講
者
二
九
名

「教
職
員
す
べ
て
が
学
生

一
人

一
人
を
育
て
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

今
回
は

「多
様
化
す
る
学

生
気
質
と
学
生
対
応
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
た
。

広
島
支
部
の
主
催
事
業
と

し
て
は
初
め
て
の
企
画
で

あ

っ
た
が
、
多
く
の
高
等

教
育
機
関
教
職
員
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
い
た
。

基
調
講
演
で
は
、
九
州

大
学
高
等
教
育
総
合
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー

(学
生
生

活

・
修
学
相
談
室

常
任

相
談
員
)
吉
良
安
之
教
授
に
、

「現
代
学
生
の
捉
え
方
と
教

職
員
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
-

学
生
を
理
解
し
育
て
る
た
め

に
―
」
と
題
し
て
講
演
い
た

だ
い
た
。

演
習
で
は
、
広
島
大
学
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
内
野
悌
司

助
教
授
を
中
心
に
、
広
島
経

済
大
学
学
生
相
談
室
森
田
裕

司
助
教
授
、
広
島
大
学
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
品
川
由
佳
助

手

を

フ

ァ
シ
リ

テ

ー
タ

ー

に
迎

え

、

こ
れ

ま

で

の
学

生
対

応

で

の
課

題

・
問

題
点

の
洗

い
出

し
を
行

い
、

ロ
ー
ル
プ

レ
イ
を
基

に
し

た
事
例

検
討

や
、
森
田
助
教
授

に
よ
る
ミ

ニ
レ
ク
チ

ャ
ー
を
行

っ
た
。

参

加
者

の
意
識

の
高
さ

に
よ
り

、
熱
心
な
議

論
が
繰

り
広
げ

ら
れ

た
。

基調講演風景

演習風景

◆
北
海
道

・
東
北
地
区
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
究
協
議
会

主

催

"
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
…機
構
、
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学

協

力

口文
部
科
学
省
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開
催

日
時

"
平
成

一
七
年

一

一
月

二
四
日

(木

)

～
二
五
日

(金

)

会

場

"
北
海
道

大
学
学

術
交
流
会

館

参

加
者
数

"
七

五
名

平
成

一
七
年
度

は
地

区
開
催

と
な

っ
て
お

り
、
全

国
七
地

区

で
開

催

さ
れ
る
。

共

通
テ
ー

マ
は

「
変
革
期
を
迎
え
た
大
学
運
営
と

メ

ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
」
。

一
日

目
は
弘
前
大

学
佐

々
木
大

輔
保
健

管

理
セ

ン
タ
ー
所
長

に
よ

る

「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
か
ら

の
高
等
教
育

へ
の
提

言

(
二
〇
〇
五
)
を

め
ぐ

っ
て
」
及
び

北
海
道

医
療
大

学

の
坂
野
雄

二
教
授

に

よ
る

「
キ

ャ
ン
パ

ス
に
お
け

る

メ
ン
タ

ル

ヘ
ル

ス
相

談
活
動

に
生

か
す
認
知

行
動
療

法

の

発
想

」
と

題
し
た
講

演

に
始

ま
り

、
そ

の
後
六

分
科
会

に
分

か
れ

て
テ

ーマ
ご
と
に
活
発
な
意
見
交
換

・
討
議
及
び
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

な
お
、
各
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
と
お
り
。

第

一
分
科
会

「高
専
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
現
状
と
課
題
」

第
二
分
科
会

「学
生
相
談
の
第

一
歩
」

第
三
分
科
会

「学
生
の
個
性
と
不
適
応
の
タ
イ
プ
」

第
四
分
科
会

「女
子
学
生

・
院
生
の
抱
え
る
問
題
」

第
五
分
科
会

「学
生
支
援

・
相
談
担
当
教
職
員

の
は
た
ら
き
の
実
際

ー
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
を
交
え
て
―
」

第
六
分
科
会

「事
例
研
究
を
中
心
に
」。

二
日
目
は

一
日
目
に
引
き
続
き
分
科
会
、
続
い
て
全
体
会
で
各
分
科

会
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆

近
畿

地

区

メ

ン
タ

ル

ヘ
ル

ス

研
究
協

議

会

主

催

"
国
立
大
学
法
人
保
健
管
理
施
設
協
議
会
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
神

戸
大
学

協

力

"文
部
科
学
省

開
催
日
時

"平
成

一
七
年

一
二
月

一
日

(木
)～
二
日

(金
)

会

場

"神
戸
大
学
神
大
会
館

・
瀧
川
記
念
学
術
交
流
会
館

参
加
者
数

"五
九
名

共
通
テ
ー
マ
は

「変
革
期
を
迎
え
た
大
学
運
営
と
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
」。

一
日
目
は
神

戸
大

学

の
田
中
究
講

師

に
よ
る

「
発
達
障

害
圏

の
学
生

の

理

解
と

サ
ポ

ー
ト
」

と
題

し
た
講

演

に
始
ま
り

、
そ

の
後

三
分
科
会

に

分

か
れ

て

テ
ー

マ
ご
と

に
活
発

な
意
見

交
換

・
討
議

及
び
体

験
学

習
を

行

っ
た
。

な
お
、
各

分
科
会

の
テ
ー

マ
は
以
下

の
と
お
り
。

第

一
分
科
会

「ト

ラ
ウ

マ
及
び

不
登
校

に
つ
い
て
」

第

二
分
科
会

「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル

ス
に
関
す
る
大
学
内

の
連
携
」

第
三
分
科
会

「
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に

つ
い
て
」

二
日
目

は

一
日
目
に
引
き

続
き

分
科
会

、
続

い
て
全
体

会

で
各

分
科

会
報
告

が
行

わ
れ
た
。

大浦理事講演風景坂野教授講演風景

藤田理事講演風景

講演会風景

◆
祖
師
谷
国
際
交
流
会
館

芸
術
祭

～
第

一
五
回
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

・
フ
ェ
ス
タ
～
開
催
報
告

主

催
：

日
本
学
生

支
援
機

構
東
京
支

部

(祖

師
谷

国
際
交
流

会
館
)

上
祖
師
谷

ま
ち
づ

く
り

出
張
所

、
上
祖
師
谷

ぱ

る
児

童
館

日

時
：

平
成

一
七
年

一

一
月
一
三

日

(
日
)

場

所
：

都
立

上
祖
師
谷

公
園

(
メ
イ

ン
会

場
)
、
祖

師
谷

国
際
交
流

会
館

参

加
者
数

"
約

一
〇
、

○
○

○
人
。

祖

師

谷

国
際
交

流

会

館

(東

京

支
部

)
、
上

祖

師
谷

ぱ

る
児

童

館

、

上
祖
師

谷
ま
ち

づ
く

り
出
張

所

の
三
団
体

が

メ
イ

ン
に
な
り

企
画
し

て

い
る

。
今
年

で
一
三

回
目
を

迎
え

、

こ
の
成
城

・
上
祖

師
谷

・
砧
地

区

で
は

、
な
く

て
は
な
ら

な

い
地
域

住
民

の
交
流

の
場
と
な

っ
て

い
る
。

前

日

の

一
二

日
は
、
地

域

の
幼

稚
園

、
小

学
校

の
子
ど
も

た
ち
約

三

〇
〇
人

が
仮
装
を

し

て
来

館

し
、
翌

日

の
祭

を
手
話

歌

で
本

会
館

の
留

学

生

に
伝
え

た

。
留
学

生
代
表

と
し

て
オ

ー

ス
ト

ラ
リ

ア

の
原
住

民

の

楽

器
に
よ

る
演
奏
も

交
え
、

和

や
か

な
時
間
を

過
ご

し
た
。

当

日
は
、

メ
イ

ン
会

場

に
て
三
団
体

の
代

表

に
よ
る

開
会

の
挨

拶
が

あ

り
、
小
学

生
、
中

学
生

の
舞
踊
、

和
太
鼓
等

が
披
露

さ
れ
た

。

祖
師
谷

国
際

交
流
会

館
は

「
芸
術

祭
」
と

称

し
、
留
学

生
が

中
心
と

な

っ
て
ト

ラ
イ

ア

ン
グ

ル

・
フ

ェ
ス
タ

の

一
員
と

し

て
参

加

し
、
地
域

住

民
、

ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体

と

の
交

流

の
輪

を
広
げ

た
。
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こ

の
芸
術

祭

で
は
、
国
際

レ

ス
ト

ラ
ン
、

パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
日
本

文
化

紹
介
を

企
画

し
た
。

国
際

レ

ス
ト

ラ

ン
で
は

一
四
チ
ー

ム
が
参
加

し

、
各

国

の
特

色
あ

る
手

作

り
料

理
を

来
館

者

に
味
わ

っ
て
も

ら

い
、

パ
フ

ォ
ー

マ
ン
ス
で
は
、
各

国

の
踊
り
、

歌
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

・
シ

ョ

ー
等

で
、
住

民
各
層

と

の
交

流
を

深
め
た

。
日
本

文
化
紹

介

で
は
、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方

々
が
生
花

、
茶
道

、
書
道

、
琴

、
空
手

と

い

っ
た

日

本
古
来

の
伝
統
美
を
実
演

し
た
。

◆

駒

場

地
域

秋

季
交

流

会

“

「世

界
文

化

の
祭

典
」

開

催
報

告

主

催

日
本
学
生
支
援
機
構
東
京
支
部

（駒
場
国
際
交
流
会
館
）

日

時

平
成

一
七
年

一
一
月
二
一二
日

（水
）

場

所

駒
場
国
際
交
流
会
館

会
館
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て

「我
楽
」
に
よ
る
和

太
鼓
の
演
奏
で
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
た
。

「世
界
の
味
を
堪
能
！

世
界
各
国
の
グ
ル
メ
が
集
う
」
と
題
し
て
、

タ
イ

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

・
メ
キ
シ
コ
・
中
国

・
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
会

館
生
に
よ
る
出
身
国
の
模
擬
店
も
数
多
く
出
展
し
、
母
国
の
自
慢
料
理

を
披
露
し
た
。

中
庭
に
は
会
館
生
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
の
パ
オ
が
張
ら
れ
、
来
訪
者
は

中
に
入
り
、
束
の
間
の
モ
ン
ゴ
ル
を
体
験
し
た
。

館
内
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
他
八
か
国
の
留
学
生
に
よ
る
自
国
紹
介
の
展

示
が
あ
り
、
来
訪
者
に
説
明
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
。
茶
道
体
験
ゾ
ー

ン
で
は
着
物
姿
の
留
学
生
の
お
点
前
に
よ
る
お
抹
茶
が
振
舞
わ
れ
た
。

ま
た
、
会
館
生
と
目
黒
区
立
第
七
中
学
校

・
目
黒
区
立
第

一
中
学
校

と
の
国
際
理
解
教
育
と
し
て
行
わ
れ
た
留
学
生
交
流
は
、
感
想
文

・
写

真
等
が
展
示
さ
れ
た
。

M
P
ホ
ー
ル
で
は
國
學
院
大
學
体
育
連
合
会
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

を
は
じ
め
、
会
館
生
の
ギ
タ
ー
の
演
奏
や
歌
の
披
露
、
民
族
衣
装
に
よ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
た
。
着
衣
の
説
明
も
あ
り
、
各
国

の
習
慣
や
民
族
性
の
違
い
が
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
た
。

◆
第

三
九

回
落
合

祭

「
愛

・
落
合

博

」

開
催

報
告

主

催

日
本
学
生
支
援
機
構
東
京
支
部

（東
京
国
際
交
流
会
館
）

日

時

平
成

一
七
年

一
一
月
二
七
日

（日
）

場

所

東
京
国
際
交
流
会
館

第
三
九
回
落
合
祭
は

「我
楽
」
に
よ
る
和
太
鼓

の
演
奏
で
始
ま
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
料
理
が
並
ん
だ
模
擬
店
の
前
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
参
加
し
た
数
十
名
の
中
高
生
に
よ
る
伝
統
的
な
舞
踊
や
、
そ
の
他
数

か
国
の
楽
器
演
奏
等
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
と
会
館
生
た
ち
が

一

緒
に
な
っ
て
踊
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
模
擬
店
N
o
1を
決
定
す
る
イ
ベ

ン
ト
も
あ
り
、
今
年
は
ラ
オ
ス
の
春
巻
き
が
優
勝
し
た
。

別
室
で
は
、
落
合
祭
恒
例
の
鮫
子
教
室
が
開
か
れ
、
近
所
の
方
々
や

子
ど
も
た
ち
が
数
多
く
参
加
し
た
。
皮
か
ら
手
作
り
す
る
水
餃
子
は
毎

年

好
評

で
、
会

館
生
た

ち
は
粉

に
ま

み
れ
な

が
ら

、

一
生
懸

命
本

場
中

国

の
鮫

子
を
作

っ
た
。

卓
球
大

会
は

、
屋
内

の
イ

ベ

ン
ト
に
も

か
か
わ

ら
ず

、
た
く

さ
ん

の
参

加

が
あ
り

、
内
部
外

部

の
腕
自
慢

が
ト

ー
ナ

メ

ン
ト
方

式

で
競

い
合

っ
た
。

締
め

の
阿
波

踊
り

で
は
、
長

く

日
本

に
住

ん

で

い
て
も

、
阿
波

踊
り

は
初

め
て
見

た
と

い
う

会
館

生
も
多

く
、

一

緒

に
踊

っ
た
り

、
写
真
を

撮

っ
た
り
し

て

い
た
。

地
域

の
方

々
と

の
交
流
を

深

め
、

い
ろ

い
ろ
な
国

の
文
化

に
触

れ
る

こ
と

が
で
き
た
有

意
義

な
イ

ベ
ン
ト

で
あ

っ
た
。

◆
国
の
行
政
機
関
で
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
が

初
め
て
日
本
の
大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
数
を
調
査

日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
平
成

一
七
年
五
月
に
全
国
の
大
学
、
短
期
大

学

、
高
等

専
門
学
校

（以

下

「大
学
等
」
）
の
計

一
、

一
一
五

校

（回
答
校
数

二

、○

〇
九
校
、
回
収
率

“
九

〇

・
五
％
）

を

対
象

に
、
障
害

学
生

の
修
学

支
援

に
関
す

る
実
態

に

つ

い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

本
調
査
は
、
全
国

の
大
学
等

に
お
け
る
障
害
学
生
数
を

国

の
行
政
機

関

で
初

め

て

（
1）明
ら

か
に
し

、
障
害
学

生

に
対

す

る

支
援

体
制

等
を

詳

し
く

と

ら
え

て

い
る

の
が
特

徴

。

大

学
等

に
お
け

る
障
害

学
生

の
修
学

支
援

の
実
態

を
全

国

規

模
で
実
施
し
た
本
格
的
な
調
査
と

な

っ
て
い
る
。

今

回
確

認

で
き

た
主

な
障
害

学
生

の
修
学

支
援

の
実
態

は
左
記

の
通
り
。

■
大
学
等

に
お
け

る
障

害
学

生
数

（
2）

・
大

学
等

に
お
け
る
障
害

学
生

の
在

籍
数
は

五
、
四
四

四
人

で
、
学
校
基

本

調
査

（文
部

科

学
省

）
に
お
け

る
全

学

生
数

に
対

す

る
在

籍
率

は

○

・
六

％
o
（3
）

・
障
害
学
生
が
在
籍
す

る
学
校
数

は
五
九

二
校

で
回
答
校
全

体

の
五
九

・

一
％
、
在
籍

し

て

い
な

い
と
回

答
し

た
学
校

数
は

四

〇
九
校

で
回
答

校
全
体

の
四
〇

・
九
％
。

・
障
害

学
生

の
う
ち

、
大
学

等

に
支
援

の
申

し
出
が
あ

り
、

そ
れ

に
対

し

て
大
学
等

が
何

ら
か

の
支
援

を
行

っ
て

い
る

（
予
定
を
含

む

）
障

害
学

生

の
数

は
二
、
〇

二
九

人
で
、
障
害

学
生
総
数

に
占
め

る
割

合
は

三
七

・
三
％

（図

1
、
2
、

3
）
。

図1障 害学生在籍数 （障害別）

図2障 害学生が在籍する学校数



6061

■
大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
体
制
等

・
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
委
員
会
や
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門

の
組
織
を
設
置
し
て
い
る
と
回
答
し
た
大
学
等
は

一
]
四
校
、
回
答

校
全
体
の
三

・
四
%
。

・
障
害

学
生

の
修

学
支
援

に
関
わ

る

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
業
務

(
4)を
専

門

に
行

っ
て

い
る

ス
タ

ッ
フ
を
配

置
し

て

い
る
と
回
答

し
た
学

校
数

は

三
三
校
、

回
答

校
全

体

の
三

・
三
%
。

・
授
業

保
障

(
5)を
行

っ
て

い
る
と

回
答

し
た
大

学
等

は
二

〇
六
校

で
、

回
答

校

全
体

の
二

〇

・
六

%
。

障
害
学
生
支
援

に
関
わ
る
教
員

に
対
す

る
研
修

な
ど

の
F

D
(6
)

活
動

へ
の
展

開
を
図

っ
て
い
る

大
学
等

は
三

一
校

で
、
回
答
校

全

体

の

三

・

一
%

(
図

4

、

5
)
。

■
障
害
学
生
に
対
す
る
修
学

支
援
環
境
の
整
備
が
急
務

右
記
の
通
り
、
障
害
学
生
の

在
籍
率
は
〇

・
一
六
%
で
、
約

四
割
の
大
学
等
で
は
障
害
学
生

は
在
籍
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す

る
体
制
で
は
、
専
門
の
組
織
の

設
置
率
、
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
率
、
授
業
保
障

・
F
D
活

動
の
実
施
率
な
ど
で
三
割
を
下
回
っ
て
い
る
。
今
後
、
障
害
学
生
の
在

籍
状
況
等
に
応
じ
て
大
学
等
で
の
障
害
学
生
の
修
学
支
援
体
制
の
更
な

る
整
備
が
必
要
と
い
え
る
。

機
構
は
、
平
成

一
六
年
度
よ
り
障
害
学
生
の
修
学
支
援
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
、
本
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修

学

支
援
事

業

に
取
り
組

ん

で

い
る

。
平
成

一
七
年

八
月

に
は

「
大
学
等

に
お
け

る
障
害

学
生

の
修
学

支
援

の
在
り

方
」
報

告
書

を
公
表

、
本
報

告
書

で
は

「
必
要
と
な
る
事
業
」
及
び

「
中
長
期
的

に
必
要
と

な
る
事
業
」

と
し

て
四

つ
の
事
業

(大
学

等

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
構

築
、

障
害
学

生

受
け

入
れ

の
促
進

、
支
援

学
生

の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ
、

大
学
等

に
お

け
る

修
学

支
援
体

制
等

の
構
築

)
を

提
示

し
た
。

機
構

は
こ
れ

ら

の
事
業

を

通

じ

て
、
障

害
学

生
受

け
入
れ

の
促
進

、
教
育

の
機

会
均
等

、
高
等

教

育

の

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル

・
ア
ク
セ
ス
の
実

現
を
目
指
す
。

※
こ
の
他
、
本
調
査
で
は
授
業
保
障
の
実
施
状
況
や
施
設

・
設
備
の
整
備
状

況
な
ど
、
障
害
学
生

の
修
学
支
援
に
関
す

る
実
態
を
幅
広
く
調
査

し
て
い

る
。
本
調
査

の
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

7
※

「大
学
等
に
お
け
る
障
害
学
生
の
修
学
支
援
の
在
り
方
」
報
告
書
は
左
記

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

げ
【注
】

(1
)
平
成

一
八
年

一
月

一
八
日
現
在
、
日
本
学
生
支
援
機
構
調

べ
。
「
国
の
行

政
機
関
」
と
は
、
全
省
庁
、
独
立
行
政
法
人
の
こ
と
を
指
す
。

(2
)
平
成

一
七
年
五
月

一
日
現
在
の
在
籍
数
。

(3
)
「学
校
基
本
調
査

(平
成

一
七
年
度
速
報
)
」
(文
部
科
学
省
)
に
お
け
る
数

値
を
用
い
て
算
出
し
た
参
考
値
。
詳
細
は
報
告
書

一
〇
、
一
二
頁
参
照
。

(4
)
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
業
務

"障
害
学
生
と
支
援
す
る
学
生
な
ど
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
、
障
害
学
生
か
ら
の
相
談
対
応
な
ど
。

(
5
)
授
業
保
障

"
ノ
ー
ト
テ
イ
ク

(要
約
筆
記
)、
手
話
通
訳
、
音
訳
、
点
訳
、

な
ど
。

(6
)

の
略
。

図3支 援の申し出があり、大学等が何らかの支援を行っている
障害学生数と、障害学生数に占める割合

図4専 門の組織を設置している学校数

図5専 門のスタ ッフ を配置 している学校数




